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1 はじめに

高度情報化社会の到来にともない、IT 技術を積極的に
利用して生涯にわたる多様で個性的な学習を支援する環
境を整備することの重要性が高まっている。生涯にわたる
学習の拠点として、さまざまな知的資源が蓄積されている
博物館がある。博物館の展示はその知的資源を社会に還元
する仕組みとして重要で、展示内容の理解を促進させるた
めにガイドシステムが近年積極的に導入され、盛んに利用
されている。しかし、博物館で現在用いられているガイド
システムでは、展示の解説はガイドシステムからユーザに
一方的に与えられ、ユーザの多様で個性的な興味や関心に
対応した情報提供や学習支援は行なわれていない。このた
め、展示物とガイドシステムの説明に対してせっかく芽生
えた興味や関心がモヤモヤした状態から具体化されず、そ
のまま失われてしまう場合も少なくないと考えられる。そ
こでわれわれは、言語化されていないモヤモヤした状態の
興味や関心をユーザがその場で具体化するのを支援して、
創造的で個性的な発見に結びつけることができるガイドシ
ステムを作成することをめざしている (図 1)。提案する研
究は、生涯にわたる学習を支援する環境の形成に役立つと
期待できる。
言語化されていないモヤモヤした状態の興味や関心を

ユーザがその場で具体化するのを支援するためには、ユー
ザの自由な連想に対応して情報を示すことが重要である。
しかし、現在のガイドシステムでは、情報探索の基本単位
がそれぞれの展示についての解説である。これではユーザ
の自由な連想にもとづく情報探索には対応できない。この
ため、展示の解説やそれに関連する百科事典の項目などか
ら、ユーザの自由な連想にもとづく情報探索に対応できる
情報を抽出する必要がある。さらに、それらの情報にユー
ザが簡単にアクセスできるような工夫も重要である。なぜ
なら、博物館でユーザが携帯できるガイドシステムはユー
ザビリティが低く、ユーザの入力・操作の負担が大きくな
るおそれがあるからである。したがって、ユーザビリティ
が低い携帯情報端末でもユーザの入力・操作の負担が小さ
くなるように、モヤモヤした状態の興味や関心を具体化す
るための情報を指でふれて選択できるなど、直感的な操作
による情報探索の工夫が重要である。
本研究では、ユーザの連想の対象を人物間の関係にしぼ

る。百科事典の項目から抽出したそれらの情報を対象に、
連想にもとづく情報探索が直感的な操作でできる可視化方
法について検討する。

図 1 展示解説に対するモヤモヤした状態の興味の具体

化を支援するガイドシステム

2 関連研究

博物館で現在用いられているガイドシステムやこれまで
に提案されている知的ガイドシステム [1] [2] では、年齢・
言語・履歴などによる情報の個人化は行われているが、展
示の解説はガイドシステムからユーザに一方的に与えら
れ、ユーザの多様で個性的な興味や関心に対応した情報提
供や学習支援は行なわれていない。一方、ユーザの興味や
関心に対応した文書作成や情報検索などを支援するため、
関連語の抽出や辞書の作成、クエリ拡張や検索結果の表示
方法などについての研究がさかんに行われている。有田ら
は単語クラスタリングを行って階層型のシソーラスを構築
し、それを利用して類義語ナビケーション機能を実現した
[3]。中田らは、単語から連想語、連想語から文例、文例か
ら言語表現をそれぞれ導き出す言語表現支援システムを提
案した [4]。徳田らは文書から抽出した共起データを格納
するシソーラス管理システムを開発し、それがユーザの連
想支援に有効であることを示した [5]。平田らは、知識の
連想関係を可視化することで、コミュニティ内での知識共
有が活性化することを示した [6]。今津は特許情報のネッ
トワーク解析結果を可視化する方法について提案している
[7]。しかしこれらの研究では、ユーザを支援する場所につ
いての検討が行われていない。また、支援する場所におけ
る情報端末のユーザビリティも考慮されていない。
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石井克人

石井 克人 （いしい かつひと、1966 年 12 月 31 日 - ）は、

新潟県出身の映画監督、アニメーション監督、CMディレク

ター。

目次

1 経歴 2 作品 o 2.1 CM o 2.2 映画 o 2.3 TV o 2.4 OV o

2.5 出演作 3 賞 4 外部リンク

経歴

1991年武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科卒。同年東北新

社に入社し、CMディレクターとして働く傍ら多数の映像作

品を手がける。2000年退社し、現在は株式会社 337に所属。

クエンティン・タランティーノのファンとして知られ、同監

督作品の『キル・ビル Vol.1』ではアニメパートを担当した。

また影響を受けた映画は北野武の『ソナチネ』で、「日本の映

画は低予算だが、（北野監督は）高いクオリティを保つ監督」

と発言したことがあり、実際に『鮫肌男と桃尻女』では『ソ

ナチネ』のオマージュと取れるシーンがいくつか見られる。

2003年演出家三木俊一郎、伊志嶺一 (ANIKI)らと共に有限

会社ナイスの森を設立。2006年 10月、社名を株式会社ナイ

スレインボーに変更し、現在活動中。

作品

CM

· 1993「ハウス食品クリッパー」

(以下略)

図 2 wikipedia の項目の例

3 モヤモヤした状態の興味や関心を具

体化するための情報の抽出

モヤモヤした状態の興味や関心をユーザが具体化するた
めには、自由な連想にもとづく情報探索ができることが重
要である。自由な連想を支援するためには、ユーザが連想
する事物や概念を予想し、それらをユーザに示すことが重
要である。さらに、連想が予想される事物や概念との関係
についての簡潔な説明を示すことも重要である。そこで本
研究では、ユーザの連想の対象を人物にしぼり、人物間の
関係についてのユーザのモヤモヤした状態の興味や関心を
具体化する情報を以下の方法で取り出す。

1. 百科事典から人名項目を取り出す。
2. 取り出した人名項目から、人物間の関係についての
説明を抽出する。

3.1 百科事典の人名項目の検出

本研究では、ユーザの連想の対象を人物にしぼる。ユー
ザの連想を支援するために示す人物には、百科事典の項目
として登録されている人物を用いる。本研究で用いる百

表 1 人名項目の人手による判定結果

判定結果 項目件数

人名 696

非人名 1785

合計 2481

表 2 人名項目の判定に用いる素性

番号 素姓の種類

s1 項目説明文の概要の形態素 1-gram

s2 項目説明文の概要の形態素 2-gram

s3 項目説明文の概要の形態素の数

s4 項目説明文の概要の最初の文の形態素 1-gram

s5 項目説明文の概要の最初の文の形態素 2-gram

s6 項目説明文の概要の最初の文の形態素の数

s7 項目説明文の概要の最初の文の最後の形態素

s8 項目説明文の概要の文字 1-gram

s9 項目説明文の概要の文字 2-gram

s10 項目説明文の概要の文字 3-gram

s11 項目説明文の概要の長さ

s12 項目説明文の概要の最初の文の文字 1-gram

s13 項目説明文の概要の最初の文の文字 2-gram

s14 項目説明文の概要の最初の文の文字 3-gram

s15 項目説明文の概要の最初の文の長さ

s16 項目見出し語の文字 1-gram

s17 項目見出し語の文字 2-gram

s18 項目見出し語の文字 3-gram

s19 項目見出し語の長さ

科事典は、インターネット百科事典 wikipedia *1である。
図 2に wikipedia の項目の例を示す。図 2に示すように、
wikipedia の項目は、見出し語と項目説明文から構成され
ている。項目説明文の先頭には、その項目の概要が述べら
れている。本研究では、この概要と見出し語を用いて人名
項目であるかどうかの判定を機械学習で行う。
人名項目であるかどうかを判定する実験に用いる実験
データを以下の手順で作成した。まず、wikipedia の項目
の見出し語を 6000件無作為に取り出し、そのうち項目説
明文の概要が抽出できた 2481件について、人名項目であ
るかどうかを人手で判定した。人名項目であるかどうか
は、項目説明文を必ず見て判定した。人手による判定結果
の内訳を表 1に示す。次に、この 2481件の項目の見出し
語と説明文から表 2 に示す素性を取り出した。s1～s7 は
項目説明文の概要に対する形態素解析結果を素性として利
用している。s8～s10、s12～s14、および s16～s18 は項目
説明文の概要および見出し語の文字 n-gram を素性とし
て利用している。文字 3-gram を使用しているのは、小高
らが文字 n-gram のうち日本語には 3-gram が効果的であ
ると報告しているからである [8]。s4～s7 および s12～s15

*1 http://ja.wikipedia.org
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図 3 人名項目の見出し語と、その説明文中に含まれる

人名項目の見出し語をノードとするグラフ

図 4 人名項目の見出し語を含む文が、人物間の関係に

ついての説明としてエッジに与えられているグラフ

は項目説明文の概要の最初の文についての情報を素性に利
用している。
この実験データに対して、SVMと最大エントロピー法に

よる学習と 10分割のクロスバリデーションによる評価を
行った。SVMには TinySVM *2、最大エントロピー法に
は maxcent *3 を用いた。また、形態素解析には JUMAN
[9] を用いた。人名項目の判定精度は SVM による方法で
96.8 %、最大エントロピー法で 97.0 % であった。素性選
択の実験も行ったが、表 2 の素性で有効でないものはな
かった。

3.2 人名項目からの人物間の関係を説明する文

の抽出

現在博物館で用いられているガイドシステムでは、情報
探索の基本単位はそれぞれの展示についての解説である。
これではユーザは、展示の解説をその先頭から順に読んだ
り聞いたりして、モヤモヤした状態の興味や関心を具体化
する情報を探さなくてはならない。したがって、展示の解
説が情報探索の基本単位では、ユーザの自由な連想にもと

*2 http://chasen.org/ taku/software/TinySVM/
*3 http://mastarpj.nict.go.jp/ mutiyama/software/maxent/

図 5 モヤモヤした状態の興味の具体化を支援するイン

ターフェース

づく情報探索の要求、例えば人物間の関係についての説明
の要求には対応できない。そこで、百科事典の人名項目の
説明文から人名項目の見出し語を含む文を、人物間の関係
を説明する文として取り出す。例えば、図 2 の人名項目
「石井克人」の説明文には、5つの人名項目の見出し語「ク
エンティン・タランティーノ」「北野武」「三木俊一郎」「伊
志嶺一」「ANIKI」が含まれている。図 3は、これらの見
出し語をノードとするグラフである。図 4は、項目「石井
克人」の説明文から取り出された「北野武」を含む文が、
それらの人物を表すノードを結ぶエッジに与えられてい
るグラフである。本研究では、人名項目の見出し語をノー
ド、それらの関係を説明する文をエッジとするグラフを用
いて、ユーザの自由な連想を支援する。

4 モヤモヤした状態の興味の具体化を

支援するインターフェース

博物館の展示に対するモヤモヤした状態の興味や関心を
具体化するのを支援するためには、以下の点について考慮
することが重要である。

1. ユーザが連想する事物や概念を予想し、それらを
ユーザに示すこと

2. 連想が予想される事物や概念およびそれらの関係に
ついて、簡潔な説明をユーザに示すこと

3. ユーザビリティの低い携帯情報端末でも、ユーザの
入力・操作の負担が少ないこと

そこで本研究では、図 5 のインターフェイスを考案した。
このインターフェイスは、PCまたはタブレット端末での
使用を想定している。図 5のインターフェイスは、以下の
3つのモジュールから構成されている。

• 検索部
• グラフ部
• 説明部

検索部の入力フォームにユーザが興味をもった人物の名
前を入力すると、その人物についてユーザの連想が予想さ
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れる人物の名前の一覧が検索部に出力される。ユーザの連
想が予想される人物は、ユーザが入力した人物の項目説明
文から取り出された人名項目の見出し語である。説明部で
は、入力された人物の項目説明文が示される。グラフ部で
は、入力された人物および連想が予想される人物をノード
とするグラフが示される。図 3のグラフは、「石井克人」が
入力された場合にグラフ部に表示されるグラフである。こ
のグラフは直感的な操作で自由に拡大・縮小することがで
きるので、ユーザは画面を切り替ることなく細部の確認や
全体の把握をすることができる。このグラフのエッジを選
択すると、そのエッジに与えられた人物間の関係の説明が
説明部に示される。図 5 に示すように、ユーザがグラフ部
で「石井克人」と「北野武」を結ぶエッジに触れると、その
エッジに与えられた人物間の関係の説明 (図 4)が説明部に
示される。このグラフのノードを選択すると、そのノード
の人物を起点とした人物間の関係を示すグラフが新たに表
示される。また、このグラフのノードは自由に移動できる
ので、関連する人物のノードをユーザが自由にまとめるこ
とができる。このように、このインターフェイスを用いれ
ば、モヤモヤした状態の興味や関心を具体化する情報に、
自由な連想にもとづいて直感的にアクセスすることができ
る。また、ユーザビリティの低い携帯情報端末からでも簡
単にアクセスすることができる。このように、従来のガイ
ドシステムとは異なり、展示解説や関連する項目説明文を
それらのテキストの先頭から順に読んだり聞いたりしなく
ても、モヤモヤした状態の興味や関心を具体化する情報を
探すことができる。
このインターフェイスは、複雑ネットワークの可視化た

めのオープンソースプラットフォーム Cytoscape Web *4

を用いて作成した。
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